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ご使用の前に、この使用説明書を最後までよくお読みの上、正しくお使いください。 
また、この使用説明書が必要になったとき、ずぐに利用できるように保管して < ださい。 
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『本機をお使いになる方へ』 
r 安全上のごを意」をお読みください。 
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1 操作部のさが 


操作部の名称 


本体操作部のを称について説明します。 


1 2 


4 5 6 7 8 



10 11 


12 


13 1415 16171819 


1[初期設定/カウンター/問含せ 
情報]キー 

2 機能キー 

3 画面 

4 [リたット]キー 

5 [プログラム]キー 

6 [割り込み]キー 

7 [す熱]キー 

8 主電源ランプ 

9 [電源]キー 

10通信かランプ、代行受信ランプ、 
親展受信ランプ 


11データインランプ 
12アラームランプ 
13テンキー 

14 [クリア/ストップ]キー 

15 [#] キ— 

16 [スタート]キー 

17 [試しコピー]キー 

18 [簡を画面]キー 

19 [□グイン/ログアウト]キー 































































養が的なファクスの送りかた(メモリー送信) 


メモリー送信を使った、ファクスの基本的な送信方法について説明します。 
ファクス送信で利用できる原稿サイズや読み取り条件の指定方法、柜手先の指定方 
まについて詳しくは、『ファクス機能編』の r 送信のしかた」を参照してください。 


0 重要 ) 

.アドレス帳を使って相手先を指定するときは、相手先のファクス番号をあらかじめアドレス帳に登録して 
おきます。登録方法は P .10 「ファクス番号をアドレス帳に登録ずる」を参照してください。 


n r ファクスできます J び'画面に表巧され 
でいることを確認します。 

〇 補足 ） 

. ファクス j ： i 外の機能が表示されているときは、操作部左側の 
[ファクス]キーを押します。 



〇 [直接送信]力*反乾しでいないことを確 
認します。 

〇 補足 ） 

. 通常はメモリー送信が選択されています。 


?クス；><-ル \[フ3ルダー Y 


的 育緑 I 

先履歴] 厚 綜遅択 J I トン ] [ボづ屯 风ク II 良 接さ信 I 

ち -厂 た- r な] 厂は 广 ま 厂 や f 6 1 「 わ I 阳〇督る I 



自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿を它ットします。 


〇 補足 ) 

. あらかじめ、ステープルやクリップは取り除いてください。 
• 原稿は上限表示を超えないようにセットしてください。 

• 原稿は先頭ページが一番上になるようにセットします。 


原稿サイズ 

A 4、 B 4、 A 3 

A 5、 目5 


R 






R 





R 



R 








原稿の 
セ、ソト方向 






y 











じ 

す 

R 

CC 

























































































































1. 原稿ガイドを原稿サイズに含ねせま 
す。 

2•ファクスしたい面を上にし、原稿を 
そろえて白動原稿送0装置 ( ADF ) に 
たツトします。 



読み取り条件を選がします。 

送信する原稿に合わせて読み取り条件を設 
定:します。 



• 原稿種類 

文字、文字-図表、文字-写真、写真 



• 解像度 

ふつう字 (100 dpi X 200 dpi ) 

ルさな字 （200 dpi X 200 dpi ) 

微細字 （400 dpi X 400 dpi ) 

※微細字 （400 dpi X 400 dpi ) は、オプ 
シヨンの FAX メモリーが必要です。 





































































読み取リサイズ 

自動橫知、定型サイズ、登録サイズ、サ 
イズ混載 


読み取り濃度 

自動遭度調整、手動遽度調整、組み合わ 
せ濃度調整 



巧手先のフアクス番号を指定します。 

•ファクス番号を直接入力するとさ 

テン车一を使って入力します。 


•アドレス帳から選がしで指定するとき 

ネ目手先のファクス番号が登録されている 
宛先车一を押します。 


〇 補足 胃 


\ ィ劝-ネットファクス\[ ル 


自動 握度ド 

I 原稿送り回函 I 
I ファイル職」 


白録奋 号]屋接入力い 宛先履聞画綺選ち 

か f さ]た ] n 


【剛 1 リ 》| 1 

支局クル- 

C000033K323 

企画課 

【 00005 】 G3 11 

ホし幌事業所 

曜 

所 

[00008] G3 

千葉工場 

【 00011 】 G3 1 

□ヴンゼル 
ス支局 1 

【 00001】SIP 
ホ坂す店 

丽 

営 



>-IL -’J つ， 


团 

马一 _ _ _ — 

UM, ィ BAU ； mai- IIBBI 1-5 -: 

r« JB 1 i 1 (| a [ E I . B ? 


: EHmlD ifmd^w 


:"™ r ™ 田と： 


地伊ん卿巧口 


ふつう字 
自動検祀 


本的なファクスの送りかた(メモリ-送信(つづき) 


2送信する 


層 




參參嚇嚇 
• 參參爆 
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• 巧手先を間違えたときは[クリア/ストップ]キーを押して指定し直します。 





















































































B 複数の相手に同じ文書を送信するとさ 
は、[追如]を巧しで、次の巧手先ファ 
クス番号を指定します。 


[スタート]キーを巧します。 

原稿は、自動的に送信されます。終了までお待ちください。 



[フ 7 クス \|わ 夕-お卜乃クス\| ル\|つ 9 ルダー\ 

追加 

1 尹 0312345678 

1 登録き号 II 宛先編集 II 苑ホ履展 J 1 回綜楚お II 拡張宛ち 1 1 卜づ |「 

■お 1 用 1 ぁ II か II さ II た 1 

な II は 

ま II や 

[0001 6] ttt 

す届ヴルー 
プ 

[ 00003 】 H 描 

を函課 

[00005] G 3 
臟奉篆所 

[剛化】口 

鹿綿事篆 
戸斤 

[00006] SIP 
沼津ショー 
ルーム 

[00008] G 3 
千萬工場 

【0 日 011】 G 3 
□ヴンゼル 
スを局 

C 000013 SIP 
ホおミ店 

[00009] G 3 
営業課 

【0000幻 11323 
横お事業所 

1 、•¥おな ± m 千 -p |「 W / S けで十 1 「 、乂 ち. 


補足 つ 

• 送信が完了したかどうかを送信結果表示画面で確認できます。確認方法は p . sr 送信した結果を確認する」 
を参照してください。 





























2 送信する 


巧ま先を巧認しなびら送信する(直接送信) 


ネ目手先ファクスの情報を磕認しながら送信します。 


〇 重要 ） 

. インターネットファクス送信、メール送信およびフォルダー送信は、必ずメモリー送信になります。直接 
送信を指定しているときにそれらの宛先に切り替えると、自動的にメモリー送信に切り替わります。 

• 直接送信でグループ送信および同報送信はできません。指定できる巧手先は1件です。グループ送信、同 
報送信を指定したときは、自動的にメモリー送信に切り替わります。 

〇 補足 ） 

•アドレス帳を使って相手先を指定するときは、巧手先のファクス番号をあらかじめアドレス帳に登録して 
おきます。登録方法は P .10 「ファクス番号をアドレス帳に登録ずる」を参照してください。 


O r ファクスできます J び'画面に表巧され 
でいることを確認します。 

〇 補足 ） 

. ファクスと^(外の機能が表示されているときは、操作部左側の 
[ファクス]キーを押します。 



a [直接送信]を巧します。 

〇 補足 ） 

. 通常は[メモリー送信]が選択されていまず。 


?クス'；><ール\にけルター Y 


择觸録 1 


ホ履歴]厚婦鹽 R | ! I 卜づ ] [ボ-ス I [ゎ フック II 自接送信 I 



さ II た II な II は II ま II ゃ 

1 ら II わ1阳り質る 1 

|[00005] G 3 |{[00004] G 3 ||【〇〇〇〇6】州 

化幌事業所1巧島事楽溜軍ショー 

【00007】 K 掛 
長崎ま店 

1/2 



1 【剛 01 】SIP ||[00009] G 3 ||【 ooo の 】 H 拟 

ホ坂支店営業課 横ぉ事業所 

【00018】 G 3 

縱の A 4 

1 叫 


1 : 


Q 原稿を它ットします。 

0 参照 つ 

• 原稿のセツト手順については、 P .2 「基本的なファクスの送りかた（メモリー送信)」の手順 百 を参照し 
てください。 


読み取0条件を選がします。 












































B 巧手先のファクス番号をテンキーで入力するか、アドレス帳から選 
がしで指定します。 

0 参照 ~) 

• 巧手先の指定方法は P .2 r 基本的なファクスの送りかた（メモリー送信)」の手順 0 を参照して<ださい。 


Q [スタート]キーを巧します。 


Q 補足 ^ 

• 誤った巧手先を呼び出したときは、[クリア/ストップ]キーを押してファクス送信を中断できます。 






2 送信する 


送信した結果をお認する 


送信の結果を画面上で磕認できます。 


n r ファクスできます J び'画面に表巧され 
でいることを確認します。 

〇 補足 ） 

. ファクスと^(かの機能が表示されているときは、操作部左側の 
[ファクス]キーを押します。 



ぷ ■ 三二 -T 二 ■ 

に ■ cp^ Rh w%- m 

帝巧 I ei5 t 由 f , 



a [送信変更/通信情報]を巧します。 



B 


[送信結果表巧]を巧します。 


送信夕書頸/通信情報 

機能を選巧してください。 

1 送信文書確認/中止 

] こ 


1 送信結果表示 

JL 


1 夏信結果表示 

^こ 


こ 


臣 


送信結果を確認します。 

送信結果が新しい順に9通信分ずつ表示さ 
れます。 
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[閉じる]を2回巧します。 
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2 送信する 


ファクス番号をアドレス帳に端する 


相手先のを前とファクス番号をアドレス帳に登録します。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 



[システムネリ巧設定]を押します。 



4> 初期設定/カウンター/問い合わせす i 

ftai システム巧期設定 

コピー/ドキコソン 
1^ 巧期設定 

8。 っ7クス巧期 


ブ」ンタ-械 

y スホがナーな巧 


[管理者用設定]を巧します。 


[アドレス帳登録/変更/消ま]を巧します。 


U [登録/変更]び選がされでいることを確認します。 


10 
















































[新規登録]を巧します。 


J てください。変更するキーはテンキーでも指定できます。 

] 登録数： 27/2000 

1 検索 || 

1 II 新規證を ||| 

^ \ メール \ つ 3 ルター\ 


は II ま II や II ら II わ 1 

1 見出し切 0 質え 1 

II 【剛 07 】 

|[00008 】 

千養工場 

1/2 

▲ 

1 ▼ 

1 

|| 【 000 1 幻 

^業所管理者 

|[ 00014] 

青山ま店 


r 名前 J の[変更]を巧します。 


名前を入力し、 [ OK ] を巧します。 

必要に応じて、キ-表示をを離に入力します。 

登録した羊一表示をは、ファクス初期画面の宛先羊一に表示されます。 

O n — ザーを分類しでおきたい「見出し 
選が J の見出しキーを巧します。 



1 登録情報 11 認証情報 II 認証が護 II 

つ 7 クス II 


1 ►ョ 

(1 変 S 

|| 


1 ►置 

変更 

1 

►見出し 選お 

見出し1 I 常用 ■あ II か II 

司问 「 

見出し2 [常用； 1 AB CD 

F 1 GH 11 ; 

見 W し3 1 II 

つ II 


[ファクス]を選がします。 













































































ファクス腊をアドレス帳に登録するりブき) 



gpl ファクス番号をテンキーで入力し、[確定]を巧します。 


rn 必要に応じで、宛先ごとに設定でさるが下の機能を設定します。 

を機能のキ-を押して設定画面を表示させます。 


• 回線選択 ：宛先ごとに使用する回線を設定します。 

• 拡張宛先 ： F コード （ SUB / SID / SEP / PWD ) 、サブアドレス / UUI 
を設定します。 

• 海外送信モード：海外送信モードを使用するかどうか設ちします。 

• 発信元を称選択：ネ目手先の受信紙に巧字させる発信元を称（巧字用）を 
設定します。 

• 宛を差し込み：ネ目手先の受信紙に巧字させる宛名を設定します。 


設をが終了したら、[設定]を押します。 
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[設定]を押します。 


[閉じる]を押します。 

rn [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 

登録した宛先は、ファクス初期画面の宛先车一に表示されます。 

〇 補足 ） 

• 宛先の登録数が多い場合は 、 Web Image Monitor または Ridoc lO Admin を使用してアドレス帳に登録 
ずることもできます。 





















2 送信する 

アドレス帳に^したファクス番号を変更する 


アドレス帳に登録した宛先のを前やファクス番号を変更します。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 



B 


[システム巧巧設定]を巧します。 


4> 巧期設定/カウンター/問し、合わせ H 

fal システム?。期設定 

^ コピー/ドキ ユ兴ン 

巧 誦設定 

8 山 っ7ク巧。期 


Sj プ」ンタ-械 J 

/ ス 丰がナーな巧 


D [管理者用設定]を巧します。 

[アドレス帳登録/変更/消ま]を巧します。 

U [登録/変更]び還がされでいることを巧詔します。 


WM 変更したいファクス番号び登録されでいるユーザーを選がします。 

変更したいユ-ザ-のキ-を押すか、登録番号をテンキ-で入力します。 
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2 送信する 


アドレス帳に Si したファクス鶴を頸するりブき) 


B 名前、キー表巧さまたは35ガナを変 
要するとさは、名前、キー表/示さまた 
は 3 S ガナの[変更]を巧します。 

〇 補足 ） 

• 登録した丰一表示名は、ファクス初期画面の宛先キーに表示され 
ます。 




名前、キー表/示さまたは3ミガナを入力し、 [ OK ] を巧します。 

〇 見出しを変更するときは、ユーザーを 
分類しでおさたい r 見出し選が J の見 
出しキーを巧します。 



ypl [ファクス]を選がします。 



r ファクス宛先 J の懐動を巧します。 
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gpl テンキーでファクス番号を入力し直し、[確定]を巧します。 

1 

E 必要に応じで、 r 回線選が J 、 rjE 張宛先_!、 r 海が送信モード J 、 「発信 
おさ称選が J 、 r 宛名差し化み J の設定を変更します。 

を機能のキーを押すと設を画面が表示されます。設定が終了したら、[設定] 
を押します。 



[設定]を巧します。 


旧 

巧 


[閉じる]を巧します。 

[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを押します。 



2 送信する 


宛先をアドレス帳から消去ずる 


登録した宛先の情報をアドレス帳から削除する方法について説明します。 



n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 


[システムネリ巧設定]を巧します。 



4> 初期設定/カウンター/問し、合わせ H 


幽システム巧期設定 

コピー/ドキコソン 

切 ？。期設定 

8。 っ7クス。期 


J = l ^ ブ」ンタ-巧貝 

/ スホザす一な巧 


[管理者用設定]を巧します。 


[アドレス帳登録/変更/消ま]を巧します。 


[消ま]を巧します。 



丄【0000幻 ] を)000幻 If 00日的】 化〇〇〇〇 口 1丄【00007】 
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Q 

厂 

D 


消ましたいユーザーを選がします。 

消去したいユーザーのキーを押すか、登録番号をテン车一で入力します。 

確認画面び'表巧されますので、[消まする]を巧します。 



[閉じる]を巧します。 



[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 


2 送信する 


グループ宛先をアドレス帳に登録する 


グループを登録すると、 ファクス 宛先やメール宛先をグループごとに管理できます。 
はじめにグループを登録しておき、宛先ごとにグループを指をします。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 




[システムネリ巧設定]を巧します。 


命 巧期設定/カウンター/問し冶わせ n 

喃 I システム巧期設定 

コピー/ドキユソン 
巧 巧期設定 

8。 っ 7 クス巧期 


4^ ブ」ンタ-巧 g 

ノ ス丰ザナーな!白 


[管理者用設定]を巧します。 


[グループ登録/変更/消去]を巧します。 
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[登録/変更]び選がされでいることを確認します。 


Q [新規登録]を巧します。 


〇 グループさの懐要]を巧します。 



グループさを入力し、 [ OK ] を押します。 

お 

B グループを分類しでおきたい r 見出し選 
が J の見出しキーを巧します。 



rrji キー表巧さを変更するとさは[変更]を巧し、キー表/示さを入力し 
で [ OK ] を巧します。 

登録したキー表示をは、ファクス初期画面の宛先丰一に表示されます。 


[設定]を押します。 























2 送信する 


クル-乃婉をアドレス帳にする(でき) 


R 1 [閉じる]を巧します。 

グル-プが登録きれました。 

続けてグループに宛先を登録する操作を行います。 


pg | [アドレス帳登録/変更/消ま]を押します。 


[登録/変更]び選がされでいることを確認します。 



rn グループに登録したいユーザーまたはグループを選がします。 

登録したいユーザーまたはグループのキーを押すか、登録番号をテンキーで 
入力します。 


[登録先グループ]を巧します。 
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登録したいグループを選がします。 


巳 登録情報 II 認証情報 II 認証保護 ] [フ アクス |[ 


登録するグループキーを留巧してください。 
選択ヴループ：。 I 


登録数： 5/100 

1 可。 n 间问问向间 

[0001 6]£» 

支届クルー 
プ 

〇〇〇26]||| 【000巧 】 m 

ロジアヴル支店別 
-プ 

[00032]»| 

国巧 

【00028)«1 
パ1」 




選択したグループが反転表示されます。 


1 登録肩報 II 認証情報 II 認証保護 II つマウス II 

登録するグループキーを選おしてください。 

鹽尺 グル- プ :1 imaEM 

登録数： 5/100 

1 

で。 n 间向向向问 

が001リ ■ 剛な】 ill 【剛 29】ttt [00032]|» 【0002目】 fttt 

ち局 プル] ロジアヴルま店別 国巧 パ U 

口 -プ 




[設定]を巧します。 


[閉じる]を巧します。 
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[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 




















































2 送信する 


クルー兀激されでい55^を11^?る 


どのグループにどの宛先が登録されているかを磕認します。 



n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 



B 


[システム巧巧設定]を巧します。 



B [管理者用設定]を巧します。 

[グループ登録/変更/消去]を巧します。 

[登録/変更]び還がされでいることを巧認します。 
登録ユーザーを確認したいグループを選がします。 
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確認後、[設定]を巧します。 



[閉じる]を巧します。 


jgj [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 






















2 送信する 


クループから宛先を削齡る 


登録されている宛先をグループから削除します。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを巧します。 



翻誠/カウンタ-/齡は情報 

= 

怜/回 1] 



B [システム巧巧設定]を巧します。 



4> 初期設定/カウンター/問し、合わせ H 


幽システム巧期設定 

コピー/ドキコ ソン 

切 ？。期設定 

8。 っ7クス。期 


J = l ^ プリンタ-巧 g 

/ スホザす一な 巧 


B [管理者用設定]を巧します。 


[アドレス帳登録/変更/消ま]を巧します。 


D 

D 


[登録/変更]び'選がされでいることを確認します。 

グループから削除したいューザーを選がします。 

削除したいユーザーのキーを押すか、テン车一で登録番号を押します。 
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[登録先グループ]を巧します。 


所属しているグループが反転表示されてい 
ま^ 〇 




削除したいユーザーび所属ずるグルー 
プを選がします。 


[登 绿肩報 II 認証情報 J [認証 (呆 謹] [つ 7 クス 


登録ずる グループキーを 選択してください。 

厭グル - プ :1 rnrsBEM 


登録数： 5/100 



巧 II か II さ II た II な|いま || ま ir ^ 

【刪 1リ1» 1 

护 クル 1 

0002 口 m 
でジアクル 
-プ 

[00029 ]|tl 
支店別 

[00032 ]|tt 

HPil 

[00028 ]ttl 
バ u 




ユーザーを 削除した グループの 反転表示が 
解除されます。 




[設定]を巧します。 


gPl [閉じる]を巧します。 


[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 



















































































3 PC ファクスを送信する 


パソコンからファクスを送信するための華備 


PC FAX ドライバーを使ってパソコンからファクス送信するには、本機のネットワー 
ク設をやパソコンへの ドライバーのインストールなどの準備が必要です。 

ここでは、お使いの 0 S が Windows XP Professional の場合を例に説明します。 


0 重要 ) 

• この機能を使うには、ご使用のパソコンに PC FAX ドライバーをインストールする必要があります。 

.PC FAX ドライバーは、付属の CD - ROM に収録されているものをお使いください。 

. パソコンと本纖ま、パラレルポート（拡張に84ボード）、 LAN 、 無線 LAN (拡張無線 LAN ボード）、ま 
たは USB 2.0を使って接続しまず。パソコンと本機の接統方法に応じてネットワークの設定が必要です。 

〇 補足 ） 

. 本機にエラーが発生しても 、 PC FAX ドライバー側ではエラーが表示されません 。 Web Image Monitor で 
確認してください。詳しくは Web Image Monitor のヘルプを参照してください。 



ソフトウェアについで 

ここでは、付属の CD - ROM に収録されているソフトウェアのうち 、 PC FAX ドライ 
バー、あて先表編集ツール、および PC FAX 送が状エディターについて説明してい 
ます。 

PC FAX ドライバー 

PC ファクス機能を使用するためのドライバーです。 


• ファイル格納場所 

Windows 2000 /XP/Vis ね 、 Windows Server 2003/2003 R2 用の PC FAX ドライバーは、 
付属の CD-ROM 内の次のフォルダー ( こ格納されています。 

DRIVERS¥PCFAX¥XP—VISTA 

• PC FAX ドライバ ー 之動作環境 

• パソコン 

対象 OS が問題なく動作する、 PC/AT 互換機 、 NEC PC-9821 シリーズ 
. 対象 OS 

Microsoft Windows 2000 /XP/Vista 日本語版 
Microsoft Windows Server 2003/2003 R2 日本語版 
• ディスプレイ解像度 
VGA 640 X 480 ド、ソト]:>(上 
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あて先表編集ツール 

あて先表編集ツールは、 PC ファクスの機能を使ってファクス送信するときの「あて 
先」を編集するユーティリティーです。 

• 巧象 OS 

Microsoft Windows 2000 /XP/Vis ね日本語 
Microsoft Windows Server 2003/2003 R2 日本語版 

PC FAX 送ながエディター 

PC ファクスの機能を使ってファクス送信するときに「送が状」を付けることができ 
ます 。 PC FAX 送が状エディターはこの送付状を編集するユーティリティーです。 

• 巧象 OS 

Microsoft Windows 2000 /XP/Vis ね日本語版 
Microsoft Windows Server 2003/2003 R2 日本語版 


3 PC ファクスを送信する 


パソ]ンからフ7クスを難するための雜りブき) 


ネットワーク環境を巧認する 

本機がネットワーク環境に接続されているかを磕認します。 


[システムネリ巧設定]のネットワーク設定をする 

ご使用の環境や目的に応じて、[システム初期設を]でネットワークのを設定を行い 
ます。ここでは、本機のネットワーク接続にイーサネ、ソトケーブルおよび IPv 4 を使 
用する場合を例に、設定手順を説明します。 

ご使用の環境によって設を項目は異なります。 



n [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報] 
キーを 巧します。 



Q [システム巧巧設定]を巧します。 


[インターフエース設定]タフ'を巧します。 


Q [本体 IPv 4 アドレス]を巧しで、本機に IPv 4 アドレスの設定を巧 
います。 

本機に固をの IPv 4 アドレスを設をする場合は、[指を]を押し、 IPv 4 アド 
レスとサブネ、ソトマスクをそれぞれ入力します。 

DHCP サーバーから IPv 4 アドレスを自動で取得する場合は、[自動的に取得 
( DHCP )] を押します。 
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O UPV 4 グートウェイアドレス]を巧し、い v 4 グートウェイアドレス 
を入力します。 































[有効プロトコル]を巧し、 [IPv4] をち巧にします。 


〇 補足 

. ネットワークの環境によって、[システム初期設定]で設定する項目は異なります。 

• 拡張無線 LAN ボードを装着している場合は、[インターフエース設定]タブの[ネットワークインター 
フェース選択]で、[イーサーネット]を選択する必要がありまず。 


PC FAX ドライノ X - をインストールする 

ここでは 、 PC FAX ドライバー、あて先表編集ツールおよび PC FAX 送付状エディ 
ターのインス I -ール方まについて説明しています。 

〇 重要 ） 

. あらかじめ 、 Ridoc Desk Navigator の Ridoc 10 Navi をインストールしておいてくださし、詳しくは、ク 
イックガイド（スキャナー&プリンター編） 寒を 参照してください。 

〇 補足 ） 

. CD - ROM をパソコンに挿入すると、プリンタードライバーやユーテイリテイーなどの各種ソフトウエアの 
インストーラーが自動的に起動します（オートランプ□グラム）。オートランを無効にしたいときは、左側 
の [ Shift ] 丰一を押しながら CD - ROM を挿入し、パソコンが CD - ROM ドライブにアクセスし終わるまで 
[ Shift ] キーを押したままにします。 


化のアプリケーシヨンをすべで閉じます。 


本機に巧属の CD-ROM をパソ〕ンの CD-ROM ドライブに它ット 
します。 











3 PC ファクスを送信する 


パソ]ンからフ7クスを難するための雜りブき) 


〇 它ットアップ画面び表/示されたら、 
[PC FAX ドライバー]をクリックしま 
す。 




〇 すべでの項目をお読みください。同意 
する場をは[同意します]をクリック 
し、[次へ]をクリックします。 



〇 [プリンターさ ： <RICOH PC FAX 
( imagio ) Type J >] をダブルクリツ 
クします。 



〇 [ポート]をクリックし、[追如]をク 
リックします。 
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本 > -卜のち加 


D TRidoc 10 NaviJ を選がし、 [ OK ] を 
クリックします。 


胤 D したいホ H のな類を进巧してください。 r —〇1^ 


Standard TCP/IP Port 

I ネトンセル I 

Local Port 
ネットワ-クフリンタ- 



プロトコルを選がしで本機をネットワークからお索します。 

ここでは 、 Ridoc Desk Navigator の Ridoc 10 Navi から TCP/IP を使用し 
てポートを設定する手順を説明します。 


1.[TCP/IP] をクリックします。 




2. [機器お索]をクリックします。 

TCP / IP ^° D トコルで巧刷巧能なプリ 
ンターが横索され、一覧表示されま 
す。 
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3 PC ファクスを送信する 


パソ]ンからフ7クスを難するための雜りブき) 


3. 巧機をクリックしで選択しまず。 

〇 補足 ） 

. ここにはコンピューターからのブ□ー ドキャ 
ストに応答した機器だけが表示されます。本 
機が表示されないときは、[アドレス指赶を 
クリックし、本機の IP アドレスまたはホスト 
をを直接入力して<ださい。 


4. [ OK ] をクリックします。 




凸 


本機のポートび[ポート]に表巧され 
でいることを確認し、[完了]をクリツ 
クします。 


っリ如-®巧祝がミがゎてく 

微、 

S 囚つリパ-^):<网〇〇り 
。。卜： <PC FAX ドライ 
ドライが-： RICOH P【 

□ フ ，册こ 

田□み有 

PC FAXOmagki} Type J> 

が一編 ows 2000 /XP» 

: FAXGm^io) T 巧 • J 

.ザ-ド颇定かな 

回すベての巧如で-ほ巧す 

る 


[l 完 7 に） l)~ か州ル 1 


yPI [完了]をクリックします。 

〇 補足 ） 

. インストールの途中で、 r デジタル署名が見つかりませんでした」 
という画面や、 r インストールを続行した場合、システムの動作 
が損なわれたり、システムが不安定になるなど、重大な障害を 
引き起こす要因となる可能性があります。」という画面が表示さ 
れることがありますが、動作上、影響ありませんので[はい]ま 
たは[続行]を選択して、インストールを続行します。 
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PC FAX ドライバーのプロパティを設定する 

PC FAX ドライバーを使うために必要なプ□パティの設定方法を説明します。 

〇 重要 ） 

• Windows 2000 / XP / Vista 、 Windows Server 2003/2003 R 2 をお使いのときは、 Administrators グルー 
プのメンバーとして□グインしてください。 

EP 刷設定をする 

送信する原稿のサイズや画質などを設ちします。 


n タスクバーの[スタート][プリンタと FAX ] の順にクリックし 
ます。 

正 

B FRICOH pc FAX ( imagio ) Type JJ を選がしで反乾表巧させ、 
[ファイル]メニューから[プロパティ]を選がします。 

0 [ E |] 刷設定]をクリックしたあと、次の 
EP 刷設定を巧います。 

• 用紙サイズ 
• 印刷方向 
• 給紙トレイ 
• 解像度 

微細字 (400 dpi X 400 dpi ) は、オプシヨ 
ンの FAX メモリーが必要です。 



凸 [ OK ] をクリックします。 























3 PC ファクスを送信する 


パソ]ンからフ7クスを難するための雜りブき) 


オプション構成を設定する 

必要に応じて、本機に装着しているオプション構成の設をを行います。 


〇 タスクバーの[スタート][プリンタと FAX ] の順にクリックし 
ます。 


B FRICOH pc FAX ( imagio ) Type JJ を選がしで反乾表/示させ、 
[ファイル]メニューから[プロパティ]を選がします。 



[オプション構成]タフ''をクリックしま 
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オプション構成を設定します。 
参ネットワーク接続しでいるとき 


自動的にオプション構成を取得します。 
もし、本機のオプション構成と異なって 
いるときは[機器情報を取得]をクリツ 
クします。 


参□—カル接続しでいるとき 

本機に接続されているオプションの項目 
に チェックマークを がけます。 



Q [適用]をクリックします。 


Q [ OK ] をクリックします。 

〇 補足 ） 

• 本機に装着しているオプションと異なる設定をすると、正常に機能しないことがありまず。 

. オプション構成画面には、オプション構成 U 外に次のような項目の設定が含まれています。 

• 直接あて先指定禁止：機器本体で宛先の直接指定を禁止しているときに選択します。 

• メールを使用する： PC ファクスからのインターネットファクス送信を可能にするときに選択します。 
. IP - ファクス ： PC ファクスからの IP - ファクス送信を巧能にするときに選択します。 



























3 PC ファクスを送信する 


/ \0ソコンからフアクスを送信する 


Windows のアプリケーシヨンで作成した文書を、本機に接続されているパソコンか 
ら他のファクスへ 、 PC FAX ドライバーを使って送信します。 

ここでは、お使いの 0 S が Windows XP Professional の場合を例に PC ファクスの 
送信方法について説明します。 

PC ファクスで利用できるほかの機能につし^ては、『ファクス機能編』の r パソコンか 
らファクスを送信する」を参照してください。 


畐本的な PC ファクス送信の操作ま順 

パソコンのアプリケーションで作成した文書を PC FAX ドライバーから送信します。 
送信する文書をアプリケーションで開くか作成しておき、次の操作を行います。 



G 重要 ) 

• 宛先を直接入力するとき、または PC ファクスのあて先表を使うときは、メール宛先およびフォルダー宛 
先は指定できません。 

• あて先表から巧手先を選択ずるには、あ6かじめ「あて先表編集ツール」で巧手先をあて先表に登録して 
お < 必要があります。 

• 「あて先表」タブまたは r 直接あて先指定」タブで、機器本体に登録されている宛先をアドレス帳の登録番 
号で指定するには、あらかじめアドレス帳のデータを PC FAX ドライバーのあて先表に取り込んでおく必 
要があります。 

• 「あて先表」タブで、機器本体に登録されているアドレス帳のデータを PC ファクスのあて先表として使う 
ときは、あらかじめアドレス帳のデータを CSV ファイルとしてパソコンに保存しておく必要があります。 


[ファイル]メニューから [ Ep 刷]を選がします。 


プリンタさで 「 R に OH PC FAX ( imagio ) Type JJ を選がします。 
KV [ OK ] をクリックします。 


〇 補足 ） 

. アプリケーシヨンにより設定方法が多少異なることもあります。各アプリケーシヨンの設定方法に従い、プ 
リンタを 「 R に 0 H PC FAX ( imagio ) Type JJ に設定してください。 
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凸 


巧手先を指定します。 


•巧手先を[あで先表]から選がする 

1. [あて先表]タフ''が'選択されでいることを確認します。 

2. [あて先表:]で巧ま先を選択しまず。 


3. [送信先一覧に追如]をクリックします。 

選択した相手先が[送信先一覧]に表示 
されます。 

複数のネ目手先を指定するときは、手 
順2から手順3を繰り返します。 






























































3 PC ファクスを送信する 


パソコンからフアクスを送信する(つブき) 


•巧手先を直接入力する 


1. [直接おて先指定]タフ''をク U ックし 
ます。 




2. 送信するファクスの種別を r 種別 J のドロップダウンメニューから選 
択します。 

IP - ファクスで送る場合は「ファクス」を選択します。 

3. 巧ま先を入力しまず。 

4. ま順2で r ファクス J を選択した場舍は、送信先のファクス番号また 
は IP - ファクス巧先を入力し、個線 J ドロップダウンリストから使用 
する回線またはプロトコルを選がします。 

5. ま順2で r メール J を選択した場含は、送信先のメールアドレスを入 
力し、 SMTP サーバーを経由するかどうか設定します。 

6. [送信先一覧に追細]をクリックします。 

選択したネ目手先が[送信先一覧]に表示されます。 

複数の相手先を指定するときは、手順2から手順6を繰り返します。 


U 必要に応じで送信オプション機能を指定します。 

Q 補足 ） 

. [送信オプション]タブで、時刻指定送信、発信元名称目 P 字、送信イメージ出力、文書蓄積などの機能を指 
定できます。 


[送信]または惟信 & E |] 刷]をクリックします。 
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3 PC ファクスを送信する 


あで先表編集ツールを利用する 


あて先表編集ツールを使って、あて先表に柜手先を登録したり、登録した内容を編 
集したりします。本機のアドレス帳をパソコンに保存する方法については、 p .42 r 本 
機のアドレス帳を利用する」を参照してください。 


n タスクバーの[スタート]一[すべでのプログラム] 一 [RICOH PC 
FAX ユーティリティー]一[あで先表編集ツール]の順にクリック 
します。 

PC FAX ドライバーを起動しているときは、[あて先表編集]をクリックし 
ます。 


B [新規/参照]をクリックしで、編集するあで先表の CSV ファイル 
を選がし、關く]をクリックします。 


1^ 巧手先の登録や編集を巧います。 

•巧手先を新しく登録する 

1•巧ま先を入力します。 

「巧を」、「(氏を）ふりがな」および宛 
先 （ r ファクス番号」「メールアドレ 
ス」 rip - ファクスアドレス」のいずれ 
か1つ）は必ず入力してください。 

2. [新規追細]をクリックします。 

一覧にあて先が追力□されます。 
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3 PC ファクスを送信する 


あで先表編集ツールを利用する(つブぎ) 


•登録されでいる巧手先を編集する 


1. 一覧から編集ずる巧ま先を選択しで、 
反活表示させます。 

2•データを修正します。 

3. [上書き]をクリックしまず。 

一覧で選択されているネ目手先に上書 
きされます。 




•登録されでいる巧手先を削除する 


1. 一覧から削除する巧ま先を選択しで、 
反活表示させます。 

2. [削除]をクリックします。 

3. 「あて先表 J のダイアログで[はい]を 
クリックします。 



〇 補足 ) 

. 「ファクス番号」の「回線」からは「63」 「 G 3-2」「 G 3-3」 「64」 「 G 3 外線空き」 「 G 3 内線空き」「1-63」 
「内線」が選択できますが、本機では「内線」は使用できません。内線を使用するときは、 「 G 3 内線空き」 
を選択して < ださい。 
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凸 [閉じる]をクリックします。 

に 

B ダイアログび表巧されますので、[は 
し、]をクリックします。 









3 PC ファクスを送信する 


本機のアドレス娠を利用ずる 


RidocIO Admin を利用して、本機に登録されているアドレス帳 （ CSV ファイル）を 
パソコンに保をします。 

保存したアドレス帳 （ CSV ファイル）は、 PC ファクスの宛先表として使用できます。 


0 重要 ) 

• あらかじめ Ridoc 10 Admin をインストールしておきます。 


〇 補足 ) 

• 本機でグループ登録した宛先を「あて先表編集ツール」に取り込む場合、各個人のどの宛先に送るかは、 
U 下の優先順位に従ってみ定されます。取り込みの際に確認し、必要に応じて変更してください。 IP - ファ 
クス宛先ーファクス番号ーメールアドレス 

• お使いの機種によっては、ユーザーコードが入力された CSV ファイルを Ridoc 10 Admin で取り込み、本 
機へ「設定内容の送信」をしているあいだは機器操作ができなくなります。 

• 詳しい使い方は 「Ridoc 10 Admin 」のヘルプを参照してください。 

パソコンに本機のアドレス帳のデータを保存する 




Ridoc に Admin を起動します。 


本機が自動的に橫化され、機器橫索の一覧 
にお使いの機種をと IP アドレスが表示され 
ます。 


何ち表示されない場合は、[グループ]メ 
ニューから[横索•監視条件設を]を選択 
し、本機の IP アドレスを下記のように範囲 
指定し、随畑- [0 K ] を押します。 IP ア 
ドレスは本機の[初期設定]羊一-[システ 
ム初期設定]-[インターフエース設定]- 
[本体 IP アドレス] で磕認できます。 

それでも表示されない場合は、セ车ュリ 
ティーソフト等の原因が考えられますの 
で、お使いのセ羊ュリティーソフトの設定 
をご磕認ください。 
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B お使いの機種を選がし、[ツール]-[ア 
ドレス情報管理]を選がします。 


〇 認証情報入力画面にユーザーさ、パス 
ワードを入力しで [OK ] を巧します。 

初期値はユーザーさ)のみ [ admin ] です。 

「アドレス情報管理ツール-情報取得中」の 
ダイア□グが表示され、本機のアドレス帳 
が表示されます。 

1 

〇 アドレス情報管理ツール画面で[ファ 
イル]-[データの書き出し]をクリッ 
クします。 

「パスワード情報は機器で再利用できませ 
ん。」と表示されたら、 [0 K ] をクリックし 
ま^ 〇 

B デスクトップなどねかりやすいところに保ち先を指定しで、[保を] 
をクリックします。 

W 下の3 つのつ ァイルが保存されます。 

r 本機の機種名 _ addr . csv 」/ 体機の機種名 _ faxinfo . csv 」/ 体機の機種名 Jaginfo . csv 」 
「本機の機種を _ add 「. csv 」 をアドレス帳として使用します。 

WM アドレス情報管理ツール画面を閉じ 、 Ridoc 10 Admin を終了しま 
す。 




続いて、パソコンじ保存したアドレス帳を PC ファクス画面で表示します。 





























3 PC ファクスを送信する 


本機のアドレス帳を利用する(つブぎ) 



パソコンに保ちしたアドレス帳を PC ファクス画面で使ラ 


Word 文書を PC ファクスで送信する場合の例を説明します。 


n [ファイル]メニューから [ EP 刷]を選 
巧します。 


[ 4 M く。し 

1 H 化り_ 


を巧を阿けて巧な 


ブラレむ 
ベ-ジ热 E <の- 


.ぶデスクトサブ《テ申ス k 2007 .doc 


j 却〜口 ，过ジ，ンフ- がょ ご J がが づ半，*» 坤か巧 B 鸣*8?» 

im 16 ff 胃1 巧/， 


〇 プリンタさで FRICOH PC FAX 
( imagio ) Type J J を選がし、 [ OK ] 
をクリックします。 

PC ファクス画面が表示されます。 

アプリケーションにより設を方法が多少異 
なることもあります。をアプリケーション 
の設を方法に従い、プリンタを 「 R に 0 H 
PC FAX ( imagio ) Type JJ に設定してくだ 
さい。 



[あで先表]の[参照]をクリックしま 
す。 
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〇 パソコンに保をしである本機のアドレ 
ス帳を指定しで、[開く]をク U ックし 
ます。 

「本機の機種を _ add 「. csv 」 を指定します。 
アドレス帳が表示されます。 



B 表/示されたアドレス帳から巧手先を指 
定します。 


送信操作について詳しくは、 P .36 「基本的 
な PC ファクス送信の操作手順」を参照し 
てください。 








































4 受信文書を蓄積する 


蓄積を設定する(ペーパーレスファクス) 


受信した文書を巧刷せずに蓄積しておくことができます。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報] 
キーを 巧します。 



B [ファクスネリ巧設定]を巧します。 


旦 [受信設定]を押します。 


凸 [受信文書設定]を巧します。 



U [蓄積ずる]を選巧し、[設定]を巧します。 


[ネリ巧設定/カウンター/問させ情報]キーを巧します。 

受信文書が本機に蓄積されます。 

受信文書を巧刷するときは、手順 0 で「印刷する」を選択します。 
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4 受信で書を查積する 

蓄積と同時に®刷する(パラメーター設定) 


受信した文書を蓄積するときに、同時に巧刷するかどうかを設をできます。初期設 
をのパラメーター設を（スイ、ソチ10ビット 5) で設をします。工場化荷時は[印刷 
しない]に設をされています。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報] 
キーを 巧します。 



[ファクス巧巧設定]を巧します。 


|gy [導入設定]を巧します。 


[パラメーター設定]を巧します。 


変更するスイッチ番号 [10] を押しま 
す。 



B 変更ずるビツト番号 [5] を巧し、[設定] 
を巧します。 

番号を押すたびじ1と0がを互に表示されます。 

蓄積と同時に巧刷する場合は、1を表示さ 
せます。 


使用説明書を参照して機能を設定し、随定]キーを押してく 


►スィッチ 番号 nsi i ▲前へ II ▼ホへ I 


►巧 期值 

0 0 0 0 

►現碰 

0 0 11 

ビット香号 

四 口 巧 it 


[ネリ巧設定/カウンター/問させ情報]キーを巧します。 




























































4 受信で書を畜積する 


蓄積受信交書をプレビユー表示する 


八ードディスクじ蓄積された受信文書をプレビュー表示で磕認します。 


n r ファクスできます J び'画面に表/示され 
でいることを確認します。 

〇 補足 ） 

. ファクス ]：> (かの機能が表示されているときは、操作部左側の 
[ファクス]キーを押します。 



[送信変更/通信情報]を巧します。 



? ク^ ゴール \[ p 3 ルター \， 


宛先登お 

を 1 

11 直接送信 1 

巧な履' 11 回線遅抵 1 1 卜づ II トス II わフック 

さ II た II な II は II ま II や II ら II ゎ II 切り督る 1 

[00005] G 3 

嫌事業所 

【00004】抗 

鹿願事業 
巧 

[00006] SIP 

溜 章 ショー 
ルーム 

[00008] G 3 

千養工場 




[蓄積受信文書巧刷/消去]を巧します。 


三 


閉じる I 


つ 


通信管理レポート印剧 


香撞夏信文書印剧/船 


封筒着信文書印刷 


F □-ド親展ボックス夏信夕書印刷 


口ード掲示板ボックスタ書登録/;'肖去/印刷 


プレビユーする交書を選がします。 

サムネ-ルのキ-を押すと、サムネ-ル表示に切り替わります。 


[プレビュ ー] を巧します。 
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[ 夕書印 周] 



夕書印剧 


1/1 




システム状態 I ジョブー 



















































































Q プレビユーを確認します。 

• [縮ル表示]または[拡大表示]を押すと、文書を縮 
ルまたは拡大して表示できます。 

• M M [ t ] [|]を押ずと、表示させる部分を 
移動できます。 

• [表示文書切り替え]を押すと、選択した別の文書を 
表示できます。 



• [表示ページ切り替え]を押すと、表示させるページ 
を切り替えられます。 


[閉じる]を巧します。 

手順 B の B 励こ戻ります。 


[閉じる]を2回巧します。 

イき機中の画面に戻ります。 


〇 補足 ) 

• 横の長さが A 3 (420 mm ) を超える原稿を蓄積受信した場合、プレビューでは1枚で表示されますが、実 
際の巧刷では画像は分割されます。 


















4 受信で書を畜積する 


蓄積受信交書を印刷する 


八ードディスクじ蓄積されたファクス文書を印刷します。 



n r ファクスできます J び'画面に表/示され 
でいることを確認します。 

〇 補足 ） 

. ファクス ]：> (かの機能が表示されているときは、操作部左側の 
[ファクス]キーを 押します。 



D [送信変更/通信情報]を巧します。 



?クス' メールフ3ルター\ 


医 先 醫句 


財!歷]置婦遥ぉ] [トン II iH いゎフ ，巧 恆織倍 I 

可町[な I 町阿 W 巧可 画^ 


[00008] G3 
干養工場 


[蓄積受信交書巧刷/消ま]を巧します。 


[ M じる I 


i I 通信管理レポート印剧 ] 

|[[ 蓄撞夏信夕書印剧/船 I ' 

I [ 封筒着信夕書印刷 I 

[ 口-ド親展ボックス受信夕書印刷 1 

[ 口-ド揭巧反ボックスタ書登録/消る/印刷 I 


Q ep 刷する文書を選巧し、[交書印刷]を 
巧します。 

複数の文書を指をすることもできます。 

操作を取り消すときは[取消]を押します。 

印刷したあとに文書を消去するときはに口 
刷後消去する]を押します。 


[ 閉じる 


原稿夕書香号 


10010 ] 

1 

1 

リスト 

サムネール 

■■■ 

■■■ 


10009 

10008 

|| 夕書印质 U 1 1 


L 又書;'肖 S 」 


[ プレビュー I 


両面印刷をするときは[スタート]キーを 
押す前に[両面に印刷する]を押します。 
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[スタート]キーを巧します。 

** [スタ-卜]キ-を押したあとに印刷を中止するときは、[印刷中止]を押し 
ます。手順 il の画面に戻ります。 

va [閉じる]を2回巧します。 

イま機中の画面に戻ります。 

〇 補足 ） 

• この機能で目 P 刷できるのは、ファクス受信をして蓄積された文書だけです。 

• 蓄積受信文書はドキユメントボックス機能では使用できません。 




4 受信文書を蓄積する 


蓄積受信文書を消まする 


八ードディスクじ蓄積されたファクス文書を消去します。 



O r ファクスできます J び'画面に表/示され 
でいることを確認します。 



[送信変更/通信情報]を巧します。 



?クス'メールフ3ルター\ 


医 先 醫句 


財!歷]置婦遥ぉ] [トン II iH いゎフ ，巧 恆織倍 I 

可町[な I 町阿 W 巧可 画^ 


[00008] G3 
干養工場 


[蓄積受信文書印刷/消ま]を巧しま 
す。 


つ 


I 巧じる I 


三 


通信管理レポート印剧 


蓄撞き信文書印励/船 


封筒夏信文書印刷 


口ード親展ボックス着信夕書印刷 


口ード掲示板ボックスタ書登録/消去/印刷 


Q 消去する交書を選巧し、[交書消ま]を 
巧します。 

複数の文書を指をして、一度に消去するこ 
とちできます。 


[ 閉じる 


原稿夕書香号 

-_リスト_サムネ—ル 


1 0010 1 

司 「 ss:| 

10009 

10008 

1 文書印刷 1 

1 

[ 1 夕書船 ] I 

1 プレビ‘ユー 1 
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D [消まする]を巧します。 

操作を取り消すときは[消去しない]を押 
します。手順 0 の画面に戻ります。 



Q [閉じる]を2回押します。 

待機中の画面に戻ります。 

〇 補足 ） 

• 蓄積受信文書はドキュメントボックス機能では使用できません。 

.Web Image Monitor や Ridoc Desk Navigator か 6 他の人が同じ文書を印刷しているときは消去できません。 


















5 乾送する 


受信ファクスをメモリー乾送する 


受信した文書を巧刷し、さらにあらかじめ登録されている相手先（転送先）へ転送 
します。外化先を転送先として登録しておけば、外化先でも受信した文書を見るこ 
とができます。転送先にはファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファク 
ス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を指をできます。 

〇 重要 ） 

• 転送先を、事前にアドレス帳に登録しておく必要があります。[システム初期設定]の[アドレス帳登録/ 
変更/消去]で登録してください。ファクス番号を登録する場合は、 P .10 「ファクス番号をアドレス帳に 
登録する」を参照してください。 


拓送先を設定する 

転送先を設定します。 


n [ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報] 
キーを 巧します。 



旦 [ファクスネリ巧設定]を巧します。 


B [受信設定]を押します。 


凸 [メモリー乾送設定]を巧します。 






























[設定する]を巧します。 

** 転送先を変更するときは、[転送先]を押し 
て手順 〇 に進みます。 


初期設定 


メモ'」一転送設定 1 取 

S=L 

セ應 

項目を猩択し、[設を]キーを巧してください。 

悟そ時醜 

|1 設定ずる ||[ 設定しない 1 

一切の誓え 



1 1 

gi 卜印刷- 

1 1 


〇 登録する捉送先の宛先キーを巧し、[設 
定]を巧します。 


ft 補足 ) 

. 画面上のボタンで、宛先表示をファクス宛先、インターネット 
ファクス宛先、メール宛先およびフォルダー宛先に切り替えら 
れます。 IP - ファクス宛先はファクス宛先表内に表示されます。 



I— fl|. t jtr s fe 占 d 

Wf 卿 - が W; 

wfw ら - 姑 … imn^Y niwiE c 

モ loS て ! っン di レ ^MSa H*P •' 

TTH I : 



o [設定]を巧します。 

に 

[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 









































5 乾送する 


乾送先の設定を取り消す 


メモリー転送の設定を取り消します。 


[ネリ巧設定/カウンター/問させ情報] 
キーを 巧します。 


[ファクスネリ巧設定]を巧します。 

[受信設定]を巧します。 

[メモリー乾送設定]を巧します。 


初期調/カウンタ-/問合せ情16 
を/画]) 



[設定しない]を巧し、[設定]を巧し 
ます。 


初期設定 

g 叩 

ソモ1」一転送設定 1 巧 


項目を遅おし、[設定]キーを巧してください。 

幅 


陰え時設定 

1 殷定する III 設定しない || 

喊の琶え 


m 

刪 11 け 1 ； 茄ヴル- 1 

P 卜印剧 

たキユリテイー 


[ネリ巧設定/カウンター/問をせ情報]キーを巧します。 
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6 便利な機能 


簡単画面に切〇替元る 


簡単画面とは、主な機能のみを表示した画面です。 

文字サイズとキーサイズが拡大され、より簡単に操作できます。ご使用になる機能 
によって、簡単画面に表示される項目は異なります。 


D [ファクス]キーを巧します。 


〇 補足 ) 

. 通常はコピー機能が選択されています。 



KV [簡お画面]キーを巧します。 

簡単圓備ホされます。 


簡単画面例 




I 〜 1 >'-〇 P-IR'E> *-!■ 

[ぶた 苗,口 r ぶ占か 


ST ム？ ^ 巡 ir 止 I 


〇 補足 

• 初期画面に切り替えたいときは、再度[簡単画面]キーを押します。 














































6 便利な機能 


よく使ラ設定をネリ巧画面に表示する 


よ<使う設定を初期画面に登録しておくと便利です。電源を入れた直後、オートク 
リアしたとき、またはリセ、ソトしたときの状態を初期画面に設定できます。 


ネリ巧値を変更でぎる設定項 S 

メモリー送信/直接送信、宛先種別、原稿種類、解像度、読み取リサイズ、サイズ 
混載、自動濃度、手動濃度、原稿セツト方向、原稿面、済スタンプ、回線選択、時 
刻指定送信、受信磕認、 Bcc 送信、送信結果メール通知、本文、定型文巧字、自動 
縮小、宛を差し込み、 ID 送信、 F コード送信、 F コード取り化し、発信元を称印字、 
送信結果レポート、文書蓄積、ファイル形式、送信前プレビュー 


ネリ巧値を変更する 


D [ファクス]キーを巧します。 

〇 補足 ） 

. 通常はコピー機能が選択されています。 



B 巧巧画面で、登録したい機能や操作を 
設定します。 


, ■ WI MM mm .1 

-， j ■一， 


TVI f ■, J. ■， 产謙 

■ .r mm ■ * r — - ■i i i.ic n h-hi 


评巧口—号如か 
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例）常に済スタンプを巧しで送信する 


1[原稿送り]を巧します。 


2 [済スタンプ]を巧します。 


3 [ OK ] を巧しまず。 




[プログラム]キーを巧します。 


[ネリ巧値としで登録]を押します。 














































































6 便利な機能 


よく使う離を誦丽にまホする(つブき) 


[登録]を巧します。 

艦砸面が赫されます。 


初期值として登録 

な]期画面(電源を入れた直後の画面、オートク1」ア昨リセット: 
を登録できます。 



1 登録 1 

工場出荷時に戻す 






[登録する]を巧します。 

現をの離が初期値として登録され、欄画励こ戻ります。 


• [工場出荷時に戻す]を押ずと、初期画面の初期値を工場出荷時の状態に戻すことができます。 
• 初期画面の初期値は、通常画面と簡単画面で別々に登録できます。 
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お巧い合わせ巧 

■消耗品に関するお問い合わせ 

轉社製品に関ずる消耗品は、お買い上げの販売店にごま文ください。 
http://www.ricoh.co.jp/office/supply/index.htnnl 

■巧障-保守ヴービスに関ずるおい合わせ 

故障-保守サービスについては、サービス実施店または販売店にお問い合わせください。 
修理節囲（サービスの内容)、修理費用の目ま、修理期間、手続をなどをご要望に応じて説明 
いたしまず。 

輯居の際は、ヴービス実施店または販売店にご連絡ください。転居先の最寄りのサービス実施 
店、，販売店をご紹介いたします。 
http://www.ricoh.co.jp/support/repair/index.htnnl 


■操作方法、製品の仕様に関するお Ba い合わせ 

操作方法や製品の仕様については、「お客様相談センター」にお問い台わせください。 

画 0120-000-475 

Freeoi ^ FAX 0120-479-417 

•受付時間：平曰（月〜金）9時〜18時/±曜日9時〜12時、13時〜17時 
(祝祭日、 B 社休業日を除く） 

• 通話料は無料です。 

• 音声ガイダンスに従い製品別の番号をプッシュトーンでお知5せください。トーン信 
号が出せない電話機の場合は、そのまましば!5 くお待ちいただきますとオペレーター 
に接続します。 

※対応状沉の確認と対応品質の向上のため、通話を録音させていただいております。 
http://www.ricoh.co.jp/SOUDAN/index.htnnl 

■最新 ドライバーおよびユーテイリテイー 情報 

最新版のドライバーおよびユーテイリテイーをインターネットのリコーホームぺージか!5入手 
でさます。 

• インターネット/リコーホームぺージ： 
http://www.ricoh.co.jp/download/index.html 


リコーは環境保全を経営の優先課題のひとつと考え、リサイクル推進にもま力しております。 

本製品には、新品と同一の当社品質基準に適合した、リサイクル部品を使用している場合びあります。 
リコーは環境に配慮し、説明書の印刷に大豆から作5れたインキの使用を推進していまず。 


無断お載禁止© 2008 Ricoh Co.,Ltd. 
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<フアクス編> 



操作部のを称 


送信する 


PC ファクスを送信する 


受信文書を蓄積する 


転送する 


便利な機能 
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